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そもそもの始まりは

“mrubyはIoTに向いている。
ならば、mrubyで、だれでもが自由に
IoTをはじめられるような手助けができないか？“



とは言っても、IoTはなかなか敷居がたかい

出典 Amazon Web Service



特定の機能ではなく、作る人のニーズに
合わせてアプリ作成できるようにしたい



で、出来たのがIoTフレームワーク

2017年公開



ただ、初号機だけに
・フィールドに持ち出せない

・Job（生成できる作業）は１つだけ

通信モジュールとセンサーのついたドーターボード

温度センサ

照度センサ

Zigbee,WIFI
載せ替え可能

BLE

テキストメニューのアプリ生成ツール

マイコンボード
に装着



もっと本当につかえるものにしたい！



本当のIoT環境

・電源はない ・通信が届かない



BLE5.0

LoRaWAN

BLE5.0
100m-１Km

Internet
↑

Gateway

エッジデバイス

3~15km

mrubyフレームワーク、mruby/Cによる
IoTアプリ開発環境

センサー＋Bluetooth5.0
（Long Range)

BLE/LoRaWan中継器

本当に使えるIoTプラットフォームを目指す！

ブリッジデバイス

16-20：１



本当に使えるIoTプラットフォーム
2017年開発開始



HWスペック

CPU: ARM Cortex-M4

FLASH ROM: 1MB

RAM: 256KB

Bluetooth 5 (Long Range)



HWスペック



・IoTアプリをドラッグ＆ドロップで生成

・Jobを複数設定可能にして、さらにJobでJobを制御する



Software



アプリケーション構成

IoT Job

Sensor

Timing

Action



アプリケーション構成

ファーム初期化

edge_int.rb

edge.rb edge_bg.rb

bridge_int.rb

bridge.rb



例 GPS初期化

def init_GPS

# power on GPS (RTL8771B)

gps_vdd = Plato::DigitalIO.new(Plato::GPIO.pin(1, 0))

gps_rst = Plato::DigitalIO.new(Plato::GPIO.pin(0, 16))

gps_vdd.high

gps_rst.low

Plato::Machine.delay(5)

gps_rst.high

Plato::Machine.delay(100)

end



ハードウェア構成

nRF52840
MPU/BLE

RAM:256KB
FLASH:1MB

Flash
W25Q128JW

LoRa
SX1272

温湿度
SHTC1

GPS
RTL8771気圧

LPS22HB

加速度
BMA400

LEDコントローラ
SX1508

I2C UART

SPI



アプリケーションアーキテクチャー



作成したライブラリ



作成したライブラリ



mruby と mruby/c を両方使用して



mruby と mruby/c を両方使用して



mruby と mruby/c を両方使用して

開発者にツライこと その１



開発者にツライこと その２

SENSOR_A::ADDR
SENSOR_B::ADDR
SENSOR_C::ADDR
# というクラス定数を定義できる
（定数名（シンボル）はADDRのみ）

SENSOR_A_ADDR
SENSOR_B_ADDR
SENSOR_C_ADDR
# と定義しなければならない（定数名（シンボル）

は3つ、タイプする文字数も増える）



mruby/cの改善お手伝い

mruby/c未対応部分



Copyright(C) SCSK Kyushu Corporation

やはり開発では様々な問題点や思いがけないトラップが その１

アンテナ

800MHz/900MHz/1.8GHz/2.4GHz



Copyright(C) SCSK Kyushu Corporation

やはり開発では様々な問題点や思いがけないトラップが その２





経済産業省・NEDO・福岡県新産業振興課・IST・しまねソフト研究センターはじめ
mruby、mruby/cをサポートしてくれるたくさんの皆さんに感謝します。

http://forum.mruby.org

http://www.mruby.org

組込開発の世界に
プログラムする楽しさを
持ち込んだ

mruby mruby/c


